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台湾における漆工芸に関する調査報告
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要 旨
本調査報告は , 台湾の漆工芸に関する調査報告であり, 次の 二 つ の 部分からなるo ひと つ は ､
教育とい う視点からみた台湾に おける漆工芸の歴 史と現状に関する部分で あり､ もうひと つ は､
若手の漆芸作家を通 して みた漆芸の技法に関する部分である｡ 台湾の漆芸 は歴史的には中国大陸
の福建省の影響を受けて きたが ､ 1920年代以降は日本の 漆工芸 の影響を色濃く受けて い るo 戦
前日本で 漆芸を学ん だ頼高山氏や王清霜氏ら により日本の 漆芸の 技法が台湾の漆芸 に受け継が
れ ､ 現在で は台湾の伝統工芸の陶 掛 こ漆工芸を取り入れ た新たな展開が見られる o
キ ー ワ ー ド : 台湾 , 漆工芸 ､ 伝統工 芸こ 陶器､ 頼高山, 王清霜
1 は じめ に
本調査は ,本学の 漆工芸教育ならび に芸術系の学生に対する中国語教育に資する こ とを目的 に,
故横山幸文産業造形学科教授と本稿の 執筆者の
一 人で ある山田が ､ 台湾にお ける漆工芸 に つ い て
調査を行う予定で あ っ た｡ しかしながら､ 台湾- の 出発を目前にして横山先生が倒れ られ入院さ
れ ると いう事態が生 じた ｡ 調査を断念する こ とも考えた が , 入院先で ご家族の 方か ら, 横山先生
が こ の 調査の ため に い ろ い ろ準備を進め られ台湾で の 調査を楽しみ に して おられた こ とを伺 い ,
横山先生の お気持ちを無に して はい けない という思い を強くし､ 当初の 予定通り調査を行う こと
にした｡ しかし, 漆芸に つ い て 門外漢の 山田 一 人で 台湾 へ 行 っ て も調査はで きない . そこで急速､
漆工芸 コ ー ス の 根本暁子教授にお願 い し､ 横山先生に代わ っ て台湾で の 調査に同行して い ただく
こ と にな っ た ｡ 本稿はその 報告で あるが ､ 本来ならば ｢は じめ に｣ の部分は, こ の 調査 の ため の
準備を精力的に進め られた横山先生 がお書きに なるはずで あ っ た ｡ 東京芸術大学の 三 田村純
一 助
教授を通 じて , 台湾漆芸協会理事長で ある頼作明教授 (国立台南芸術学院
2で も指導に あた っ て
い る) を紹介して い た だい た こ とで , 今回の調査が実現した の である が ､ それ は横山先生 が ご尽
力された結果で あり､ 山田は準備段階に お い て は, ただ具体的な日程の 打ち合わ せを頼作明氏と
の 間でやりとりしたにすぎな い ｡ 今回の調査に際しお力添えを い ただ い た東京芸術大学三 田村純
一 助教授､ 台湾で の 調査が実質3日間と いう短期間であ るにもかかわらず､ 実りあるもの になる
よう､ 心温ま る ご配慮を頂戴した頼作明教授に心 よりお礼申し上げるとともに , こ の 調査報告が
故横山幸文先生を偲ぶ よすがとなれ ばと願うもの で ある ｡
*産業造形学科
* *地域ビ ジネス学科
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2 経 緯
本調査 を行うことに なっ た直接の き っ かけは､ 専攻科で開設して い る山田の 中国語の 授業の 受
講 生 の 中に漆 工 芸 を学 ん で い る学生 がおり ､ そ の 学生 に台湾 で 出版 され中国語 で かか れ た 『漆芸
術鑑賞』 を読んで や っ て ほ しい と ､ 横山先生か ら頼まれ た こ とに ある｡ しか し､ こ の こ とは ､ 中
国語を専門分野 とする もの の ､ 漆芸術の こ とはま っ たくの 門外湊の 山田 にと っ て は ､ にわ か勉強
で 間に合うようなことで はなか っ た ｡ 専門用語の 辞書的な意味は なんと か理解できて も､ そこ に
善かれて い る ことが実感として しっ くり身体に入 っ て こ ない ｡ 台湾の漆工芸の歴史に つ い て いく
っ かの 文献をあた っ て みたが, 中国大陸における漆工芸とはま っ たく･異なる歴史を有して い る ら
しく､ 台湾にお い て実地 に調査 し理解を深め る必要を強く感じた ｡ それと同時に ､ こ の 機会に高
岡短期大学の 産業造形学科とりわけ漆工 芸 コ ー ス の教育を台湾の漆芸関係者に知 っ て もらい ､ 今
後の更なる交流 の き っ かけにで きればとい う思 い がわれ われに はあ っ たo
本報告は 2 つ の部分からなる｡ ひとつ は, 教育とい う視点からみ た台湾における漆工芸の 歴史
と現状 に関するもの で あり, もうひと つ は､ 台湾の 漆芸の技法に関する もの である o 前者を山田
が ､ 後者を根本教授が分担執筆 した ｡
3 日程と調査の概要
調査期間は 2002年11月 10日から11月14日まで の 5 日間で ､ ほ とん どの行程を頼作明氏と
その お弟子で ある陳永輿氏, 李麓卿女史､ 邦彦生女史､ 簡寛寛女史たちに案内を して い ただい たo
おかげで ロ ス が なく ､ 11月中旬に もかか わ らず日中28.9度の暑さもさほ ど苦に もならず滞り な
く目的を達する こ とができた｡
11月10日 (日)
関西空港から空路台北国際空港 へ (午後4時15分着)｡ 頼作明氏の 弟子であ る李本育女史の出
迎 えを受ける ｡ 高速長距離バ ス に乗り台中 へ (午後7時半こ ろ到着)｡ 台湾漆芸界の 重鎮頼高山
氏 (写真右か ら二 人日)､ その ご子息で台湾漆芸協会理事長の 頼作明氏 (写真右端)とそ の 弟子
8名とと もに会食o 頼氏自宅兼台湾漆文化博物館 - 立ち寄り､ 謝藍 ( 掛Lの際 ､ 女性が用意する
食物を入 れる漆器) な
■
ど台湾の 伝統的な漆芸品を見学した後, 宿泊場所へ 午後11時過 ぎに到着o
11月11日 (月)
朝8時出発｡ 謝恰音女史 (国立北 斗家商広告
は っ か じん
設計科講師で漆芸作家で もあ る客家人
3
の 自宅を
訪ね ､ そ の 後 ､ 彰化県 に あ る大乗大学を訪問｡
漆芸 コ ー ス 講師､ 顧瑛君女史か ら大業大学 の デ
ザイ ン造形教育に つ い て説明を受ける o 輔里 の
王清霜氏 宅を訪問 (王氏 は頗高山氏と と もに台
湾漆芸界 の 長老格の 大家で あ る)｡ そ の 後, 草屯
の 台湾工 芸研究所を訪問 ( 当初予 定に なか っ た
が ､ 王清霜氏が連絡 して くださり ､ 訪問がか な
っ た)o 午後11時過ぎ台中にも どる .
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11月12日 (火)
朝8時30分出発 . 頼高山ア トリ エ 訪問. 頼作明氏とともに､ 台中市文化セ ン タ ー 訪問 (郭国
雄文化資産課課長よりセ ン タ ー の活動につ い て説明を受ける)｡ 頼高山氏とともに ､ 梧偉大甲に
住む若 い漆芸家の 陳文漬およ び陳鏡､ 呉淑桜夫妻を訪問. 陳氏らは生計を立て るため に ､ 創作活
動の ほ か ､ みや げ物用の 陶器を作 っ たり して い る ｡ 李幸龍夫妻同席の 上昼食､ その後清水浜にあ
る李氏の 自宅兼ア トリ エ 訪問｡ 李氏は今台湾で 一 番売れ っ 子の作家で ､ 創作活動だけで 生計を立
てて い る ｡ 3階建て の豪曹な建物に凝 っ た家具調度品がさりげなく置か れて い る ｡ 2時こ ろ李氏
邸で 頼高山氏とも別れ , 新竹 へ 向かう (午後6 時半こ ろ到着). 新竹県にある大草技術学院を訪
問｡ 同大図書館の ギ ャ ラリ ー で個展を開 い て い る漆芸作家彰坤炎氏 ( 家業は仏具販売)､ 雷春鳴
氏 (大草技術学院東北 ア ジア研究セ ンタ ー 主任), 林文珊女史 (同大図書館芸文総監) らと歓談｡
その 後新竹県新豊郷捕和村在住の 尽細作家陳振芳氏の 自宅兼アトリ エ を誌問.
.
午後10時半こ ろ
新竹市内の ホテ ル に到着｡
11月13日 (水)
朝9時ごろ新竹からタク シ ー で台北 へ 出発｡ 故宮博物院､ 歴史博物館を見学｡ 故宮博物院で は
日本の 漆芸特設展が開かれており､ 技士 の 謝金鷲女史より展示品の 説明を受ける . 歴史博物館で
は青銅器､ 唐三彩が多く展示されており, 漆芸品は謝藍が数点展示されて い た だけであ っ た .
11月14日 (木)
帰国
4 台湾漆工芸の歴史と現状
4. 1 中国 (台湾) 漆工芸略史
台湾の漆工芸に つ い て述 べ る前に ､ 中国漆工芸の 歴史を概観しておく必要があるの で ､ 以下に
ごく簡単に記してお こう｡
新石器時代の早い 時期か ら漆器の製作が始ま っ て い たことは ､ 今から7千年前の新江省鎗挑河栂渡
遺跡から出土した漆を塗っ た木椀により証明される｡ 当時､ 稲作農耕が行われており､ 出土文物の な
か には木椀の ほかに も盾や 武器 の柄, 酒器などに漆器が使われて い た｡ ちなみ に､ これとほ ぼ同時期
の漆器が日本の縄文時代前期の遺跡である福井県鳥浜月塚で 出土しており､ 漆が中国から日本に伝わ
っ たものなの か, 別個に利用が進んで い たのかは , まだよくわからない ことが多い とい われて い る｡ 4
せ つもん
漆の 字は 『詩経』5にみ える の がも っ とも早く､ 『説文解字』6に は ｢黍｣ の 字も収め られて い る o
｢黍｣ は象形文字で , ｢木｣の左右に ある ｢はね｣ は漆の 木から漆を採集するときに竹管をつ けた
様子を示して おり､ 下 の ｢ 水｣は漆の樹液が流れ溜ま る様子を表して い る ｡ ｢漆｣はもともと洞
水に流れ込む, 駅西省を流れ る小さな河の 名で あり , ｢黍｣ を ｢ 漆｣ と書くの は今の 字体で古宇
えん しゅ う
に代えて い るの だと い う. また 『書経 ･ 南貢』7に は ､ 漆糸が 菟州 (今の 河北省東南部か ら山東
省西北部)､ 隷州 (今の河南省およ び湖北省北部) の 貢物として記載されて い る｡
戦国時代 (B C403年 - B C221年) は漆の 木の 栽培が盛ん で ､ 北は河北 ､ 山東､ 南は湖北､ 湖
南まで大規模に行われた ｡ 荘子 (約B C369年 - B C286年)8はか つ て漆園吏で あ っ た こ とが知ら
れて い るが ､ こ の ことは ､ 漆器製作と生産がすで に政府の 管理制皮下 にあ っ た こ とを示しており､
当時の貴族社会で は ､ 食器､ 武器､ 家具､ 楽器, 祭器の な どの器物に漆が使われて い た ｡ とりわ
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け楚で は盛 んで あ っ た こ とが出土文物か らわか る ｡
湖北省からは戦 臥 秦 (B C 21年 - B C 202年) (雲夢県睡虎地)､ 前浜 (BC202年
- 7年)
(江 陵鳳風山) 時代を通 じて , 楚墓 や 漠墓の 出土 文物 の 中に多量 の漆器 が 出現 して い る o 楚墓 に
しば しば見 られ る ｢鎮墓獣｣ と称さ れる墓守の 立像彫刻は , 二本 の角があり ､ 体中が餅で 覆われ ､
せ んがい き ょう
舌が済まで伸び ､ 『山海削
9に記 され た奇獣を連想させ る o また ､ 湖南省長沙 の 馬王堆湊墓出土
文物からは当時の漆芸 の技巧が十分にうかがえる｡ 漠代に お い て は ､ 漆芸 の 工程が細 かく分かれ
て い る ことが ､ ロ ン ドン大英博物館所蔵の ｢元始四年漆耳杯｣ に刻まれ て い る銘文か らうか がう
こ とができる ｡
なお ､ 三 国時代 (220年 - 280年) の 萄浜で は下駄 を履く こ とが はや り , 萄で は女性が嫁ぐと
き､ 下駄に漆絵を描 い たとい う｡
六 朝時代 (4 世紀末 - 6世紀末) になると ､ 仏教 が盛 ん になり ､ 爽貯に よる仏像が多く作られ
るように なる ｡
唐代 (618年 - 907年) は中国芸術史にお ける貴金時代で あり､ 漆芸 にお い て も飛躍 的な発展
を遂げた ｡ 唐代になる と金銀平胎が盛 んに なり､ 奈良正倉院の ｢金銀平文琴｣ に見られ る ように ､
遣唐使を通 じ日本 に も伝わ っ て い る ｡ こ の時期は蝶鍋 の技法が大 きく発展 した時期で もあ っ た こ
とは ､ 正倉院蔵 ｢五 弦琵琶｣ ｢晩成｣ 等か らもうかが い 知る こ とが で きる o また ､ 754 年に入京
わ じ上う
した揚州大雲寺の鑑真和尚が ､ 日本に爽貯の 技法を伝えた と い われる o なお ､ 彫漆も唐代に新し
く創造された漆芸の 技法で ある ｡
宋 (960年 - 1279年)､ 元 (1206年 - 1368年) 代に なると, 漆は日用器皿 の ほ か建築にも使
わ れるようにな っ た ｡ 宋代に なると彫漆､ 蝶細､ 描金 ､ 彫填, 百宝軟などが盛んに なり, 漆芸の
表現 の 可能性が追求され た時代で あ っ た とい える o 元 ､ 明 (1368年
- 1644年) 代以降は彫漆の
うち の副紅 (堆宋)が広く行わ れ ､ 近代にお ける福州芸師所に受け継がれて い る o
明､ 清 (1644年 - 1911年) 代に は支配階層が彫漆を好み , 栄, 元代 の よう な器皿類 にと どま
らず､ 犀風や大型 の椅子机, たん す､ さ らに は建築にも彫漆が好ん で用 い られた o 漆画､ 金漆,
彫填､ 堆漆などに新 しい 技法上 の 進展が見られた時代で ある o
こうした歴史的な流 れ を背景に ､ 広大な中国大陸各地 にはそれ ぞれ地方に よる特色がある o た
と えば､ 北京の彫漆 (堆宋), 福州の 脱胎 (爽貯)､ 寧波の蝶鍋, 揚州 の百宝欣､ 貴州の皮胎, 描
金と いうように歴 史的 ･ 地理的要因により地方に よる漆芸 の特色があり､ 現在に至 っ て い る o
4 . 2 台湾における漆工芸とその伝習
上 に見 た 中国における漆芸の 概略か ら､ 台湾にお ける漆芸は対岸の福州から伝わり､ 大陸の 影
響を強く受けて い るだろうと考えがちだが ､ 実 は ､ 台湾 にお ける漆芸 には 日本が大きくかか わ っ
て い るの で ある ｡ 以下 に ､ 台湾における漆芸に つ い て ､ そ の伝習を中心 に略述する o
10
4. 2. 1 漆の植樹
1895年の 日清戦争後､ 台湾は 日本に割譲された ｡ 漆器 は当時の 日本人 の 生活必需 品でありそ
の 需要が増加し, 元来漆の 木が なか っ た台湾を漆器の 産地とするた め ､ 1921 年に殖産局 の技師
で あ っ た 山下新二 が､ ベ トナム から台中州能高郡魚池庄蓮花池で漆の木を植えた の が , 台湾にお
ける漆の 植樹の 始まりである ｡ 当時､ 日本の漆業界の 指導的立場にあ っ た斉藤株式会社 (本社大
阪) は 1929年5月に漆林部研究所を設置し､ ア ン ナ ン (安南) 漆の 造林をお こ な っ たo 台湾の
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漆はア ン ナン 産よりも乾燥が速い 良質の 漆で , 日本の漆業界で珍重され , 斉藤株式会社 は1940
年に新竹に台湾殖漆株式会社を設立した ｡ こ の こ とに より台湾に初め て生漆生成 の観念が生まれ ､
漆工芸技術が精密にな っ たとい える. 台湾生漆の 生産は ､ 初期は苗栗銅鉾で造林と生漆の採取が
行わ れ て い た が ､ 1950年代以降は ､ 輔里 に中心 が移り1960年代に は台湾の漆生産の 90パ ー セ
ント以上を占め る ようにな っ た｡
4. 2. 2 漆工芸の伝習
台湾にお ける漆工芸技術の伝来 は､ 日本統治時代の末期の ごく短 い 時間における正式な伝習に
み られ る の み で ､ その 主 なもの は 2 つ ある ｡ ひ とつ は1928年に設立された 台中市立工芸伝習所
(後に私立工芸専修学校) で ､ もうひと つ は日本の理研電化工 業株式会社 (静岡県) が 1941年に
新竹市に設立した理研株式会社である ｡
4 . 2. 2 . 1 台中市立工芸伝習所
台中市立工芸伝習所は ､ 台中市政府勧業科が台湾で漆芸技術の伝習 の必要性を感 じ設立 したも
の で ､ 東京美術学校 (現東京芸術大学) 卒の 山中公民 が主催 した ｡ 創立 4 年後 の 1932年に は私
立山中工 芸専修学校と改め ､ 政府が経営費用 の 一 部を補助して い た ｡ こ の とき学校は 1921年に
成立した 山中工芸美術漆器製作所に付属してお り､ 学生 の作品も工場の 製品とされたが ､ 高級品
は 工場で 作られ た ｡ 同校 へ の 入 学者は毎年5 - 10名程度で あ っ たが ､ 卒業生 に は腰高山氏
(1921 年生まれ) と王清霜氏 (1922年生ま れ) が い る｡ 両氏は卒業後1940年に ともに校長推薦
により東京美術学校で和田三 造氏 に絵画を, 河面冬山氏 (芸術院会員) に漆芸 を学んで い る ｡ ま
た ､ 頼氏 ､ 王氏 より数歳年配で や はり台湾漆芸界の 長老で ある陳火慶氏 は 山中工芸美術漆器製作
所の 徒弟出身で ある｡
工芸専修学校は ､ 2 . 2 8事件 11と絡 んで , 第二次大戦終結後まもなく解散して しま っ た ｡
4. 2. 2 . 2 理研株式会社
日本の 静岡県にある理研電化工業株式会社が設立 した ､ 技術の伝習と生産工場を合わせた もの
で , 一 種の徒弟式の生産教育が行われて い たo 同社は沖縄県工業指導所 の漆部主任であ っ た､ 東
京美術学校卒業生 の生駒弘氏を工場長に招 い て ､漆器技術者の 養成と漆券の生産にあた っ て い た ｡
工場の 従業月は 120人前後で あり､ 私企業に もかかわらず､ 台湾稔督府は毎年当時の 金額で 20
万円の補助金を出して い た ｡ 理研株式会社 は木胎漆椀の 生産が主で , 技術は琉球堆錦漆芸を受け
継 ぎ､ 多くの 台湾の 漆器技術者を養成 した ｡
第二次大戦後, 日本の 技術者も引き上げそれ まで培 っ た技術の伝承は とだえて しまい ､ 同社 は
台湾工 鉱公司 ガ ラス 分公司 (会社) が摂取 した が , 1949年に は営業活動を停止 し､ 現在は新竹
工業高校の キ ャ ン パ ス に な っ て い る o
4 . 3大葉大学デザイン芸術学部
以上 ､ 台湾漆工芸 の歴史を大まか に追 っ て み たが､ われわれは現在の 台湾漆工芸教育に対する
知見を得るため , 台中にある大乗大学デザイ ン芸術学部を訪れた｡ 台湾の 高等教育機関における
漆芸教育の 中心 は ､ 先にの べ た歴史的な理由から台中が中心で あるとい え､ 現在の 台湾漆芸教育
の 実態を知る上で , また本学にお ける漆工芸教育と比較する意味にお い て も､ 大乗大学を訪れ,
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教員や学生と交流でき た ことは今回の調査にと っ て 意義深い ことで あっ た ｡ 大業大学は台湾中部
の 彰化県に位置し､ 1990年3月 に創設された私立大学であり, 造形芸術学科のあ る･デザイ ン芸
術学部の ほか ､ 工学部 ､ 管理学部 ､ 外国語学部の 4 学部 と共通教育セ ン タ ー ､ 教職課程セ ンタ ー
か らなる ｡ ｢理論と実務｣ の 重視を建学の 理念にかかげ､ 指導教官制と産学結合を通 し､ ｢創意と
教養｣ を備えた 職業人の 養成を教育目的と して い る ｡ 彰化県大村郷の 山麓に広がる キャ ン パ ス に
は ､ 学部ごとの真新 しい 校舎と教職員宿舎､ 学生宿舎も完備され ､ キ ャ ン パ ス 内は巡回ス ク ー ル
バ ス が定期的に走 っ て い る . 学生数 は 2002 年度を例 に と る と , 工学部 (5056名), 管理学部
(417名)､ デザイ ン芸術学部 (1134名), 外国語学部 (376名) で合計10,683名の 学生が在籍し
て い る (大学院を含む)｡ 教員数は 696名 (兼任も含め) で ､ 単純計算する と教員
一 人あたりの
学生数は約15名とい うことに なる｡ なお職月数は 194名で ある ｡
デザイ ン芸術学部はさらに ､ 工業デザイ ン学科, ビジ ュ アル デザイ ン学科､ 空間デザイ ン 学科､
造形芸術学科の 4 つ の 学科に分かれ る｡ われわ れ
は造形芸術学科講師の顧君瑛 女史から造形芸術学
科 の教育内容に つ い てお話をうかがう こ とがで き
た ｡ そ の内容をまとめ ると以下 の ようになる ｡
1) 教育目標
い わゆる ｢ 美術｣ 教育 (絵画 , 彫塑な ど) の ほ
か ､ 実用的 な目的の ｢工 芸｣ に携わ る人材の 育成
を目標にして い る ｡
2) 教育の 特色
伝統的な訓練の ほか､ 新しい 観念で ある ｢ 素描｣
｢造形｣｢工芸｣ ならび に ､ 基礎教育を重視して い
る ｡ 多様な領域 の 造形能力 の育成に力点をお い た
カ リ キ ュ ラ ム に な っ ており, さま ざま な造形分野
の創作を行える ように配慮されて い る o また , 国
際化にそなえ外国語教育を重視して い る ｡
2年次以 降は ､ 1絵画コ ー ス ､ 2彫塑 コ ー ス ､
3 工芸 コ ー ス の 3 つ の コ ー ス に分かれて教育を行
っ て い る o 工芸 コ ー ス は なかで も人気が高い .
3) 学部 の カ リ キ ュ ラ ム構成
a) 共通必修科目
国語､ 応用文, 英語､ 英語ヒ ヤ リ ン グ ､ 生活英語､ 台湾史, 憲法, 法学､ 心理学､ コ ン ピ ュ
ー タ概論Ⅰ ､ 軍事教練､ 体育
b) 学部必修科目
英語能力検定､ コ ン ピ ュ ー タ概論Ⅱ , 工場実習, 芸術概論
c) 学科必修科目
造形基礎 (-) (二)､ 素描 (-)(二) (≡) (四)､ 稔合素材 (- ) (二), 撮影学, 色彩学､
西洋美術史 ( -) (二), 台湾芸術史､ 現代芸術史, 美学概論､ 芸術哲学概論､ テ ー マ 研究
(-) (二)､ 卒業制作 (-) (二)
絵画 コ ー ス :絵画 ( -) (二)､ 絵画材科学 (-) (二)
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彫塑 コ ー ス : 彫塑 ( -) (二)､ 彫塑材科学 (-) (二)
工芸 コ ー ス : 工芸 ( -) (二)､ 工芸材科学 (-) ( ニ)
d) 共通選択科目
図学､ 芸術解剖学､ 造形原理 ､ 撮影学､ 金属工芸､ 繊維芸術､ 陶磁工芸, 漆工芸､ 油絵､ 水
墨画､ 水彩画 ､ 版画､ 石材芸術､ 木材芸術､ 塑造､ 装置芸術､ 民俗学､ ガ ラス 工芸, 芸術評
論, 文化人類学､ 研究方法学､ コ ン ピ ュ ー タ芸術 ､ 音楽鑑賞な ど
4) 卒業後の 進路
a) 芸術系大学院
造形芸術研究所 (国立台南芸術学院など)､ 美術研究所 (国立台湾師範大学など), 応用芸術
研究所 ( 国立交通大学な ど)
b) デザイ ン研究所
国立成功大学工 業デザイ ン研究所 ､ 国立台湾技
術学院デザイ ン研究所な ど
c) 教職課程の 科目をと っ た上で ､ 教貞に進 む
職種として は､ 造形芸術創作､ 応用芸術､ 工芸､
デザイ ン , 造形芸術関係の教師､ 芸術研究､
芸術プ ロ デ ュ ー サ ー , 文化機関主管, 芸術機関
行政職 な どが あげ られる ｡
5) 教員構成 (造形芸術学科)
教授4 ､ 助教授1 ､ 講師13
大乗大学に限 っ た こ とで は ない が ､ 台湾の 大学数月は欧米をは じめ とする海外の 大学で 学位
を取るこ とが 一 般的で ､ 金沢美術工芸大学で 修士号を取得した林漠鼎 (彫塑), 顧瑛君 (漆
工芸) をは じめ ､ ス タ ッ フ の ほ とん どが外国の大学で博士や修士 の学位を取得しており, 将
来的には造形芸術研究所 (大学院)の 設置申請を考えて い る との ことである ｡12
4 . 4 台中漆文化博物舘
頼高山氏 が自宅を改造して作 っ たもの で ､ 台湾の民間における漆工芸教育機関として大きな役
割を果たしており, 台湾にお ける漆文化の 創作研究と発展 に寄与する とこ ろが大きい ｡ それ は 同
博物館設立 の 趣 旨で あ る 鳩 董滞工蓉漆工萄立身立命､ 烏繊往高世絶筆関大 平｣ と い う台湾 の漆
芸を継暴発展させ て い くとい うことばに表れて い る｡
同博物館は ､ 単に漆工芸作品を展示して い る と い うだけで なく､ 漆工芸教育棟開として の 役割
も持 っ て い る . その た め ､ 古漆器､ 台湾早期漆器 , 大陸漆器､ 仮面､ 謝藍 (次ペ ー ジ写真左),
陶漆､ 漆画とい っ た作品展示コ ー ナ ー の ほかに , 漆工芸の 各種技法整理 コ ー ナ ー ､ 工程表コ ー ナ ー ､
材料 ･ 工具展示コ ー ナ ー が設けられ て い る｡ なお ､ 同館の管理運営維持に対して は台中市からの
補助も受けて おり､ 材料費以外の 費用 は徴収 して い な い .
また最上階の 4階は頼高山氏 の アトリ エ に な っ て おり､ 氏 の代表作 (次ペ ー ジ写真右) が所狭
しと置かれて い る｡ 同館は ､ 国立台湾伝統芸術セ ン タ ー の 委嘱により漆工芸伝習計画を実行する
な ど, 頼高山､ 頼作明両氏の熱意 により運営されて おり､ そ こ で研鋸を積ん だ弟子た ちは ､ たと
えば李幸龍氏 (1999年日本石川国際漆芸展優秀賞)､ 陳文済民 (2000年第5 回日本ア ジ ア工芸展
入選), 陳鏡氏 (同前) の様に内外で活躍して い る ｡
210 板本 妹子 ･ 山田 長 一
4. 5 国立台湾工芸研究所
台湾中部の 南投県草屯に位置する 国立台湾工芸研究所は ､ その 前身をた どる と､ 日本統治時代
の 1935年に設立された ｢竹材工芸伝習所｣ まで さか の ぼ る ｡ 南投県に は竹材､ 木材 ､ 藤な ど工
芸材料が豊富で ､ その地特有の 加工技術が広く浸透しており､ 農村経済の 活性化を促す目的で同
伝習所が設立された ｡ その 後1954年7月に ｢南投県工芸研究班｣ が､ 台湾にお ける初め て の 範
織的な工芸研究機閑として 設立され､ 1959年に は南投県政府に属する ｢南投県工芸研 修所｣ に
組織が 再編 され た ｡ 1973年に は 国立 の ｢ 台湾省手
工 業研 究所｣ として 建設庁 の所属に なり ､ さ らに ､
1999年 7月1 日に現 在の ｢国立台湾工 芸研究所｣
に改名され た ｡ ｢ 南投県工芸研究粧｣ 時代に は 17 歳
以上の 男女100名に対して ､ 木工 ､ 竹工 ､ 織物､ 彫
刺, 藤工 な どの 訓練を行 っ たと いう ｡ 現在 ｢国立台
湾工芸研究所｣ となり､ 台湾における工芸産業の 発
展に資するため の 工芸訓練機閑と いう基本的な設立
の趣旨は保持されて い るが､ 産業として の 新しい 工
芸品 の 開発研 究や 海外からの 研修生 の 受け入 れ な
ど､ 研究所の 活動は拡大 しつ つ ある .
同研究所で漆工芸 の 講習 が行われ る ように なっ た
の は ､ 最近の こ と であ る｡ 前述 の 王晴霜氏 は ｢南投
県工芸研究姓｣ 時代には教務主任を勤め るな ど､ 同
研究所とは深くか か わ っ て い た が ､ その 当時は漆工
芸に関する研修は行 っ てお らず､ ｢ 台湾手工 業研究
所｣ 時代の 1996年に な っ て , は じめ て ｢ 夏期技芸
訓練研習班漆芸科｣ の 講師を つ とめ て い る o ｢ 国立
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台噂.Z芸研究所｣阜なすた後の 2002年位 も1･80歳の高掛 こもかかわらず, ｢ 蒔絵技芸研習｣ の誇
1
-
師を簸め て い.:る9:;.
'b'れあれが同研究所を串れた際に見せ て もら っ た受講生の 作品 (前ペ ー ジ写真
上 . 写真下8年幸治車氏Q?作品) はそq)とき甲もの で ある一. 教室に は日本における伝統工芸の 大き
なポ ス タ ー が触ら松, 受講生との 話か ら虹 日本 の伝統工芸 に対する強 い 関心が感 じられ ､ 中に
は安代町漆芸癖兎軒 _(山形県) で研修を積んだ者も数名い る .
5･ /台湾漆工葺の技法に関する嗣査
与) .( て.
現在使お准でt'.+.S台湾漆芸q)主な環法6.i､ 木胎､ 陶胎､ 金胎､ 耗胎､ 乾漆. 加飾に付い て は ､■-I ZIJ
頼作明氏め記述に依畠と蒔絵, 痩鍋, 潮殻､ 平文､ 平脱､ 描金肇､ 彫漆､ 漆絵, その ほ か無限と
あるが ､ 前述 の ､ 頼高山氏 ､ 王清霜氏 によ っ て伝達されて い る の であろう ｡ 今回の 調査 は結果か
ら言うと､ 一 番に心を引かれ感銘を受けたの は , 大乗大学や ､ 工芸研究所で , 元気の 良い 女性の
教官たちに会えたことであ っ た｡ 彼女た ちは金沢美大に留学して い たの で 日本語も達者で親日家
であ っ た｡ 大乗大学で は
′
､ 工芸コ ー ス の中で は漆専攻希望者が多く､ 今年度は 28人に もの ぼり､
面接の 結果8人に な っ た そうで ある. 教室も設備も本学より広く充実して い て ､ 天井が高く ､ 明
る い 自然光の なか で制作がで き､ また教官の 部屋 も個室で ､ 素晴ら しい 環境であ っ た o しか し教
科の 内容に関して は ､ 材料はほ とん ど日本か ら取り寄せて おり､ 技術の レパ ー トリ ー も我が高岡
短大の 方が広い ように思える ｡ そして頼作明氏の 教え子 たちの 工房を訪ね､ 取材が出来たことも
大きな収穫の ｢ つ で あろ｡.陶要の 産地台中が中心 であ っ た ため ､ その多くが陶胎漆器で あり､ 一
部に漆を焼きう け, 卵殻や 蒔絵を施した もの に漆を何回も塗り重ね ､ 研 ぎ出した変わり塗な ど､
技法が主体で は なく` ､ 自己表現 の 手段として扱わ れ て い た . 30代か ら40代始め の 若手の作家た
ちが夫々 工房を持ち, そ こ には家族ともどもほの ぼ の とした暮らしがあり, 一 様に明 るく心豊か
な表情に はほ っ とするもの があ っ た｡ 彼らは 日を輝かせ て ､ 自分の 作品に つ い て語り､ 誇り と情
熱が自然に伝 っ てくる ｡ み な教育機関を経たあと､ い っ たん然る べ きと ころ に就職をし, 何年か
働い て基盤を作り､ 作家活動で生計をたて て い る ｡ 目的を達成するまで , じ っ くり時間をか けて
い るの で , 作品も ､ 腕も確かで あ っ た ｡ 今回は 7名の作家の 工房と暮らしを垣間見た に過 ぎない
が , こ こ に卒直な感想を述 べ させ て い ただく｡
1) 謝倍音o 彰化県田尾郷在住 o 国立北斗家商広告設計科講師｡
輔仁大学応用美術学部卒業後, 彰化師範大学およ びオ ハ イオ州立大学で ともに教育学修士を取
得｡ 台中郊外地震の あと建てられ た新興住宅の 一 角に住居兼工房を構えて い る｡ 工学系出身の 高
校教師の 夫と娘二 人の 4人家族｡ マ ン シ ョ ン風に見える が フ ロ ア が縦サイズ で ､ 10坪足らずの
1階が応接間､ 2 - 3階が住居 ､ 4階が工房､ 階段
に は彼女の 大小の 額がかか っ て い た . 漆絵で , 台湾
の 風景, 古民家､ 花をモ チ ー フ に して い息. 一 見油
彩に見えるが ､ 漆の 顔料を練り合わせ てしiる o 確か
な描写力で ､ 柔らか な優しい 色調から, 彼女の穏や
か な性格がうか がえる ｡ 裏庭に は小 さな野菜畑があ
り, 近くの花市場に案内される ｡ そ こ は濃 い 赤や ピ
ン ク の南国の 色彩があふ れて い た｡
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2) 陳文演d･一1964年生まれ ｡ 台中県梧棲鏡在住｡ .
大通りに面した角に店兼工房があり､ 細長い店の
す ぐ横 が 工房 に な っ て い る｡ 弁柄や貴土 の焼き閉め
の 茶道具が並 んで い たが , 急頻や湯の み に巧み に細
字が刻んで あり, 形も洗練されて い る . 大きな展示
ケ ー ス に は壷があり､ 薄肉状に仏像が彫られたベ ー
ス に ､漆を数回塗り重ね研 ぎ出す陶胎漆器であ っIt=.
仕事をしながら接客もする の で ､ 工房は何処もそう -I
で あ っ た が , お茶の用意が して あり, 目の前で入れ
なが ら話をする ｡
3) 陳鼓 ､ 呉淑桜夫妻o 台中県梧棲鋲在住.
大通 りか ら 500メ ー ト ル ぐら い 路地 を入 っ た所
に ､鉄工場をその まま利用 した陶芸 の 工房が あ っ た ｡
轟 の手にな っ て い て手前の 長屋 が住居 ､ 珍 しい 草花
の鉢植えが幾 つ か置い て あり ､ ほ の ぼの として心 が
和む. 可愛らしい 女の子が親の後ろ に隠れて い た の
も微笑ましか っ た｡ 生業は陶芸らしく ､ 棚が沢山あ
り小さな湯の み や コ ッ プが所狭しと並ん で い る｡ 抹
茶茶碗もあり名古屋で 個展をする予定があるとか ｡ ご主人 の 方は 日本の 公募展にも出品｡ 奥さん
は生活工 芸ながら､ コ ッ プやポ ッ トに童画風 の 文様を線彫りしたあと､ 漆で焼き付け塗装をして
研 ぎ出すと いう中々 楽し い 作品で あ っ た ｡
4) 李幸龍｡ 1964年生まれ｡ 台中県清水浜在住｡
街を離 れ た畑の 中に滞酒な3階建て の ビ ル が 3棟 ､ 庭を囲むように建つ ｡ 1棟は 工房, 住居､
シ ョ ウ ル ー ム o 台湾で今 一 番の 売れ っ 子作家の ようで ､ や はり
陶胎で花や螺旋､ 唐草文様の 一 部に漆を焼き付け蒔絵が施され
て い る大きな壷が沢山あ っ た ｡ 奥さん と､ 中学生 ぐらい の男の
子が二 人 ､ 弟子が い ない に して は仕事場の 規模も, 作品の 数も
大がかり｡ シ ョ ウル ー ム に は ､ 大きな骨董家具や調度品が配さ
れ小さな資料館なみ で ､ 仏像や 生活用品な ど､ コ レク タ ー とし
て の 目も高い ｡ 住居に は ワ
イ ン バ ー や カ ラオケ セ ッ ト
まで あり ､ 日本の 若手作家
と比 べ る と､ うらや まし い
環境で ある ｡ しか し台湾も
バ ブ ル が去_り, 売れ行きも
一 頃ほ どで は ない とも言 っ て い たが ､ こ の 作家の 可能性と自
信を秘め た表情が印象的であっ たo
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5) 陳振芳｡ 1968年生まれ｡ 新竹市在住｡
台湾蝶細工作家｡ 始め に訪ねた女性漆芸家の家に
似て い て ､ や はり4階が工房に なっ て い た｡ 3階の
上 に付け足 した感じで ､ コ ン ク リ ー トの床に は原月
がごろ ご ろ入 っ た木箱が十数個あっ た｡ これを糸鋸
や レ ー ザ ー 光線で挽き､ グ ライ ン ダ ー で摩り下 ろす
とこ ろからや るそうで ､ 約1.5 ミ リ に摩り下ろ した
月を数十枚､ ある い は百枚以上をジ グゾ - パ ズ ル の
ように隙間なく貼り合わせ る ｡ 仏像や 鳥の パ ネル が
1階の ゲス トル ー ム に架か っ て い たが ､ それ は鮮明に輝き, 落ち着 い た心地 良い 作品で あ っ た ｡
こ こ にも父親そ っ くりの 10歳 ぐら い の男 の子 が い て ､
して くれた ｡
6) 彰坤炎 ｡ 新竹市在住｡
1998年新竹市における ｢中日漆芸交流展｣ に尽力
された作家｡ 折りしも ､ 大華技術学院 の ホ ー ル で個
展開催中 ､ 70点の力作が並 び盛観で あ っ た ｡ 14歳
の 時か ら通学 しながら唐木家具の 摺り漆の 仕事を始
め漆芸 の 道に入 る が ､ 堆漆､ 乾漆など伝統的な技法
を自ら試み なが ら､ 近代彫刻 の 概念に基 き創作の 美
を追求して い る ｡ 麻を貼り合わ せた 素地 に ､ 下地を
して , 肌 を整えて から､ 幾重 にも漆を塗り重ね研 ぎ
もう夜9時を過 ぎて い た が私た ちを歓迎
つ ける ｡ 金や 銀粉､ 卵殻､ 箔, 月を施して造られた作品に つ い て は , 専門外なの で 一 口で は言え
ない が, 日本語で話をする こ とがで き､ ひたむきに ,
てた ｡
7) 江添昌｡ 南投県在住｡
元軍人だが ､ 訓練中の事故によ り下半身不随 にな
り車椅子 の 生活を余儀なくさ れた ｡ 現在 は経済部
(日本の 経済産業省に相当) 中部弁公室 に勤務して
い る が ､ 失意の どん底にあ っ たとき に ､ 頼高山, 頼
作明両氏にめ ぐりあ い , 漆芸 を学ん だ ｡ 江氏 に よれ
ば ､ 漆芸を学ぶ こ とで ､ 生 きる力を与えられ た と い
う｡ 作品は 陶胎の 壷 ､ 黒 ､ 朱の地色 に卵殻で鳳風 や
竹等 一 見古典的で ある が ､ 研 ぎ澄まされ た感性がう
か がわ れた ｡
漆芸を独自に追求して い る姿勢に好感が持
6 結 び
『晴代漆芸文物特展 一 附展台湾早期漆芸』 によ ると､ 台湾の 漆工芸には 日本統治時代の影が色
濃く残っ て い る とい う｡ 台湾に おける漆芸の技は頼高山氏や王清霜氏の ように ､ 当時の 日本の漆
芸教育を受けた世代を第 一 世代とし, 頼作明氏を代表とする第二世代を経て ､ 台湾の漆工芸は第
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三 世代に継東されつ つ ある ｡ しか し､ それは日本の漆芸を模倣する七 いうだけで はなく､ ･ 李幸帝
氏､ 陳鏡氏､ 陳文潰氏の ように ､ 台湾の 伝統的工芸であろ陶器の 特色を隼かしたオリ ジナル な
､
も
の を追求 し ようと して い る . 頼作明氏も周胎漆器 を ｢漆陶｣と呼び ､ そこ に 台湾漆芸めオリ.ジ ナ
リテ ィ ー を見出そうとして い る ｡ 13
訪問 した先々 で高岡短大 の学生の 卒業制作の 図録を進呈 したが ､ その た びに 一 様に .r2年間 で
こ こまで の 技を どうすれ ば身に つ ける ことがで きる の か｣ と賞賛と驚きの声が聞か れ ､ 由導方法
に つ い て 詳細に 質問され､ 改め て高岡短期大学の漆工芸教育の水準の高さを再確認する土とにな
っ た ｡ 大学が個性化して い く時代の 流れ にあ っ て ､ 大学が現在持っ て い る教育水準の高い 分野 の
維持発展が可能な教育体制で ある こ と こ そ､ 時代の流 れ に即 した もの で あろう｡
注釈
l 本調査は平成 14年皮学長裁量経費によ るもの で ある ｡
2 ｢ 学院｣ は日本の 大学院に相当する｡
3 元来､ 中原 (貴河流域) に居住して い たが ､ 戟乱などに より､ 次第に南方中国 に移住して い っ た漠民
族の 一 派で , 漠民族の伝統的な生活習慣を保 っ て い る と い われる ｡ 客家人の野性と して ､ 家庭 ･ 社会
におけ る女性の 能力草地位の高さ ､ 勤勉さと清潔さ, 冒険と進取の気性､ 倹約と質実, 多角経営と人
材の 育成な どが あげられ る o 孫文, 邸小平, 李光耀 (リ ー ･ ク ワ ン ユ ー ) と い っ た 1)
- ダ ー は い ずれ
も宰家人 である .
4 谷皇居 ｢漆で描かれた神秘の 世界 一 湖北省出土品を中心 に見た中国古代の漆器
- ｣ F漆で措かれた神秘
の 世界 中国古代漆器展J 所収. 東京国立博物館編 集､ ト ヨ タ財団 1998年発行
5 中国最古の 歌謡集 (合計30年篇) で ､ B C 600年こ ろに編纂され たo
6
後漠 (25年 - 220年)
'
の韓慎 (147年こ ろ死去) に よる部首別配列の中国最初の 字書. 9,353字を 540
部に収めて い る ｡
7 もとの名は 『尚書』 で ､ 西周時代か ら春秋戦国時代にか けて の王室 の公文書や君臣対話を整理 したも
の ｡
8 戦国時代の哲学者で r荘子j の 著者o
9 戦 国時代から前漠にかけて編纂された古代中国の地理 と博物学の著作.
･o主 に荘伯和 ｢ 台湾漆芸発展輿生活｣ (『清代漆芸文物特展 一 附展台湾早期漆芸』所収, 中華民国 1997年､
国立歴史博物館出版) による｡
ll 1947年2月28 日に起 こ っ た､ 国民党に対する台湾人 の武装決起｡ こ こに , 本省人 (台湾人) と外省
人 (中国人)との角逐が始まっ た｡
･2 異武義氏 (台湾国立清華大学外国語学部講師) に よれば､ 教員の ほとん どがア メ リ カで 学位を取得 し
て い る清華大学にお い て は, 教官会議はすべ て英語で行われる とい う｡
･3李幸龍氏､ 陳鏡氏､ 陳文漬氏が ､ 頼作明氏の ことを中国語で
A
老柿
"
と呼び , 頼高山氏の ことは ｢セ
ン セイ｣ と日本語式の発音で 呼ん セい たが , これは頼高山氏が北京語を解さ ない と いう ことだけの理
由からで はなく ､ 二人の 師に対する尊称の使い 分けとして 語学的l羊興味深 い .
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A Sho rtReproto n the Uru shiw o rk(h cquerw ar e)
in T aiw m
Hiroko N E M O T O,Shinichi YA M A D A
A B ST m m
Thisis a sho rtrepo rto nthe u ru shiw o rk in T aiw an･ ¶1is repo rtisdivi de tw opa rts･ On eis abo ut
the history and the pr e se ntc o ndido n ofthe u ru shiw ork in T aiw an, &o m an edu catio nalpoint of
view . n e otheris abo utthete chniqu e ofthe u ru shiwo rkthr o ughtheyo u ng artists･ H istorically, the
u ru shiw o rk in T aiw a n w as unde rtheinflu e n c e ofm ainlandChina Fu2ho u. Ho w e v er, a丘e rthe 1920
'
s
the u ru shiw o rk inJap an had a gre at influ e n c eo nits pra c也c ein T aiw an. ¶1ete chniqu e u s ed in
u ru shiw o rk w asbro ught to T aiw anbyLni Gaosha n a nd Waqg OiqgShu aqg, who studiedin Tokyo
A什s Scho ol beforethe s ec ond w o rldw ar. No w, w e c an s e e n e wd v elopm e nts and tre nds in the
u ru shiw o rk inT aiw an, s u ch asthe c o ndu e n c e of the u ru shiw o rk wi thT aiw an e s etraditio nalcr aft
pottery.
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